
参考様式２

１．特定居住促進区域

小布施町は、人口 10,870人（令和７年11月１日現在）、 面積は19.12㎢で、町役場を中心に半径2kmの円にほと

んどの集落が入る、長野県で一番小さな市町村である。特定居住促進区域としては、市街化区域の全域を定めるも

のとする。

都道府県名 長野県 市町村名 小布施町 計画期間 令和７年度ー令和10年度

小布施町特定居住促進計画（素案）

至 江尾地区

令和７年12月１日公表予定

長野県内における
小布施町の位置図

特定居住促進区域（市街化区域） 152ha
1

交流の家

往来

サテライト
オフィス



２．特定居住の促進に関する基本的な方針
⑴ 基本方針

・小布施町のコンパクトな地理的特性と顔の見える関係性を土台として、地域住民、地元企業、行政が一体とな

り町全体で二地域居住を推進する。

・町内の空き家を既存ストックとして活用するなどし、二地域居住者の受入れ環境を整備する。

・若者、子育て世帯やテレワーカー、アクティブシニア層など多様なライフスタイルを柔軟に受け入れられる就

業体制を整備する。

・二地域居住への入り口を広げるため、町内の観光資源の魅力を向上させる。

・地域住民と外部人材等多様な人々とのつながりを通じて、関係人口の創出と地域産業の活性化を促進する。

〇住む：「既存資源を活かし、農ある暮らしを実現できる二地域居住」

小布施町が大切にしてきた景観の中で、空き家の利活用等を進め、二地域居住者の生活の拠点を確保しながら、

地域の景観維持・既存資源の循環活用にもつなげる。また、生活拠点と近接する農地を活用した「農ある暮ら

し」を実現し、市街化区域内農地を含む農地の保全にもつなげる。さらに、二地域居住者の生活利便性を向上す

るため、地域交通や保育環境、道路や街灯のインフラや公園等を整備する。

〇働く：「多様な働き方を実現し、地元企業とつながる二地域居住」

二地域居住者が地域に根差し、柔軟に働けるように、就業機会の創出やコワーキングスペース、チャレンジ

ショップ等の就業拠点の整備を進める。また、小布施若者会議やミライ構想カレッジ等の取組で培ってきた関係

人口との繋がりを活かし、「就労型お試し移住：大人の小布施留学（仮称）」等の事業を進めるとともに、スキ

ルのある人材と地元企業とのマッチングを図る。

私たちがいきいきと暮らし、つながりの力で輝くまち小布施
「住む」＋「働く」＋「つながる」で二地域居住を推進します。
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〇つながる：「小布施とつながり、地域ともつながる二地域居住」

小布施町への興味を広く持っていただくため、既存の観光資源の機能を向上するとともに、歩きやすい道路や

景観を整備することにより、町の魅力をさらに高めていく。また、小布施に興味のある人が小布施町とつながる

ことができるよう、滞在施設の整備を進めるとともに、二地域居住等の相談体制や情報発信体制を整備する。さ

らに、二地域居住者や滞在者が地域とつながることができるよう、ふるさと住民登録制度等の事業を実施すると

ともに、子ども同士や多世代での交流が生まれるような事業を行う。

２．特定居住の促進に関する基本的な方針

⑵ 目標

指標１ 「就労型お試し移住：大人の小布施留学（仮称）」留学生：20人（計画期間中の累計）

指標２ 多機能型地域交流拠点「往来」のべ利用者数：200人（計画期間中の累計）

指標３ お試し居住施設利用世帯数：10世帯（計画期間中の累計）
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３．特定居住拠点施設の整備に関する事項

⑴ 特定居住拠点施設

⑵ 用途特例適用要件に関する事項（特定行政庁の同意： 年 月 日）

・用途（施設の種類）

適用なし

・エリア

適用なし

・市街地環境の悪化を防⽌するための措置

適用なし

⑶ 公的賃貸住宅等整備事業に関する事項

適用なし
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No
拠点施設
の区分

名称 所在地 都市計画等の状況 整備内容 整備主体 整備期間

1 事務所
サテライトオフィス
（コワーキングスペー
ス）

小布施町大字
小布施1513-8

第一種住居地域 整備済 小布施町
平成29年10
月完了

2
交流施設、
宿泊施設

往来
（多機能型地域交流拠
点）

小布施町大字
小布施768

第一種住居地域 改修
（一社）小布施まち
イノベーションHUB

令和７年11
月～令和８
年４月

3 宿泊施設
交流の家
（お試し居住施設）

小布施町大字
雁田992-4

第一種低層住居専
用地域

改築 小布施町 未定



４．特定居住者の生活の利便性の向上または就業の機会の創出に資するため必要な施設の整備に関する事項

⑴ 関連施設

⑵ 用途特例適用要件に関する事項（特定行政庁の同意： 年 月 日）

・用途（施設の種類）

適用なし

・エリア

適用なし

・市街地環境の悪化を防⽌するための措置

適用なし
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No 拠点施設の区分 名称 所在地 都市計画等の状況 整備内容 整備主体 整備期間



５．施設の整備に関する事業と一体となってその効果を一層高めるために必要な事業または事務に関する事項

〇住む

⚫ お試し居住施設整備支援制度の研究及び確立

⚫ 地域二次交通の研究及び整備

⚫ ゴミ出し等の住環境改善事業の実施

⚫ 子どもの一時預かり機能の拡充

⚫ 年間40万人以上が利用する子育て支援の場、健康増進の場である公園を利用した地域住民と来訪者、二地域居

住者がつながる場の空間整備

〇働く

⚫ 「就労型お試し移住：大人の小布施留学（仮称）」の設計及び実施

⚫ 地元企業とのマッチングプラットフォーム形成

⚫ 「社長の右腕事業」（地元企業と事業者支援人材とのマッチング事業）の設計及び実施

⚫ 特定地域づくり事業協同組合の研究

〇つながる

⚫ 観光資源の機能向上

⚫ パークアンドウォークの推進（駐車スペースの確保、歩きやすい歩道、歩いていて楽しい道空間の整備）

⚫ 観光のDX化（観光施設のDX化、AIの活用）

⚫ 二地域居住及び移住等に関する総合窓口、相談体制、情報発信体制の構築

⚫ 子ども同士の交流を促進する事業の実施、デュアルスクール制度の研究

⚫ ふるさと住民登録制度の研究及び整備

⚫ 多世代交流拠点の機能向上、二地域居住者と地域住民との交流会の実施
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６．施設の整備に関する事業と拠点施設関連基盤整備事業との連携に関する事項

適用なし

※社会資本総合整備計画（広域的地域活性化基盤整備計画）により拠点施設関連基盤施設整備事業を実施する場合に記載。

計画の名称、計画の期間、交付対象、連携都道府県

７．その他

⑴ 都道府県知事への意見聴取：令和７年11月28日予定

⑵ 特定居住推進区域内の住民の意見を反映するために必要な措置に関する事項

パブリックコメントの実施：令和７年11月17日～11月24日

住民説明・意見交換会：令和７年11月21日

⑶ 都市計画との調和に関する事項

小布施町都市計画マスタープラン（以下「都市マス」という。）では、市街化区域に関わるまちづくりの基

本方向として、空き家・空き店舗等を活用し新たな人口を受け入れること、市街化区域内農地を保全・活用す

ることを掲げている。本計画に定める「既存資源を活かし、農ある暮らしを実現できる二地域居住」という方

針は、これらの方向に調和するものである。

また、都市マスでは、市街化区域の大部分を占めるまち部の整備方針として、地域の活性化と雇用の促進を

図ること、空き家・空き店舗の利用希望者のマッチングを進めることを掲げている。本計画に定める「多様な

働き方を実現し、地元企業とつながる二地域居住」は、これらの整備方針に調和するものである。

さらに、都市マスでは、まちづくりの基本目標として、地域に根差した資源を活かした観光・交流機会の創

出による地域経済の活性化を掲げている。本計画に定める「小布施とつながり、地域ともつながる二地域居

住」という方針は、この目標に調和するものである。

以上により、本計画は町の都市計画との調和が図られるよう定めるものである。
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